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       病院長    

 東日本大震災で被災された皆さんに心より

お見舞い申し上げます。さらに、この震災の

混乱の中、しかもご自身やご家族が被災さ

れたにもかかわらず、以前同様にボランティ

ア活動を継続していただいておりますことに

深く感謝申し上げます。 

 当センターでのボランティア活動ももはや

10年が過ぎ、皆さんの存在の大切さは増す

ばかりです。今回の大震災においても、ボラ

ンティアの活動なしで現在の復興状況はな

かったと思います。単に後片付けといった目

に見える活動だけでなく、被災され悲しみに

沈む方々の精神的なサポートにも大きく貢

献していると考えられるからです。 

 

 人が人らしさを持って生きていくことは、普

段何気なく生きていても、実は大変大事なこ

とだと思っています。この人らしさは、いろい

ろな側面で成り立っており、また人それぞれ

なのですが、共通して一言で言い換えれば

「いきいきと眼を輝かせ希望を持って生きて

いくこと」だと思います。その意味で今回の震

災で活躍されたボランティアの皆さんの心に

よって、被災した皆さんが再び人らしさを取

戻し生きていくために、どれほど力を与えた

か申し上げるまでもありません。 

 

  この関係は病院でも同じです。ボランティ

アひだまりの皆さんの心は、患者さんやその

ご挨拶 

片倉 隆一 

 昨年の３月１１日の東日本大震災は、マグニチュー

ド９．０という国内観測史上最大級のものでした。 

がんセンターの７階図書室も本棚が倒れた上、スプリ

ンクラーが作動し、数千冊の図書が水浸しになるとい

う被害が出ました。 

 

 この図書室は、患者さん方のいこいの場となってお

り、早く再開して欲しいとの要望が数多く寄せられまし

た。お蔭様で、椅子４脚 長椅子１台を買い替えてい

ただき、１１月から前にもまして明るい図書室として、

再開いたしました。 

 

 本は、患者さん ご家族の方々 職員の皆さん 

ボランティアから寄付をいただきました。 

本当に多くの方々の協力を受けた図書室となりまし

た。 

利用された患者さんからは、「綺麗な図書室で、本

もたくさんあり驚きました。」「再開して嬉しいです。」

との声がありました。 

地震直後の

本が散乱し

た図書室の

様子です。 

この本を乾

かし、片付け

るのに何日

綺麗で使いやすい図書室になりました 



 俳句  コラム ひだまり 

      『病院ボランティア募集のご案内』 

 

病院ボランティア「ひだまり」は、患者さんやご家族の方々に温かく潤いのある

環境づくりや、不安な気持ちを和らげる活動を行っています。 

自分の得意分野で活動したい方、ボランティアに興味のある方は、活動内容

をご覧になり、ぜひご応募下さい。 

 

   （活動内容）  

【外来活動】外来案内・車椅子介助・カート貸出・花壇手入れ・外来図書整理 

【病棟活動】病棟移動図書・CD貸出・ソーイング（手作り帽子・ネックエプロン） 

        押し花栞作り・図書室整理 

【緩和ケア病棟活動】中庭手入れ・花活け・ティーサービス・行事手伝い 

             朗読・絵手紙教室・入浴介助 

【イベント】絵手紙講習会・ロビーコンサート・ギャラリー展・ロビーコーヒータイム 

      機関紙発行・研修会 

 

   （活動時間） 

 平日の午前８時３０分～午後３時までのうち 週１回 ２時間程度の活動。 

                 お大切に 

                               

 『「お大切に」かかる言葉が愛なりと教えたまえり司祭の親しも』

これは娘の結婚式で私が詠んだものです。夫婦の愛を育む為

に牧師さんが説いて下さった愛の具体です。「愛」なるはバタ臭

く気恥ずかしく聖書か洋画、小説の域であり日常に易く言葉に

出来ないものでした。大切＝愛と云うことなのです。私には新鮮

で明快でした。 

 二年前から「ひだまり」の一員として、緩和ケア病棟で入浴介

助ボランティアに関わらせて頂いております。敢えて構えることな

く、優しく親切に丁寧に接することは人として自然なことです。然

し、愛をもって接すると云えば重く後ずさりしますが、お大切＝愛、

これいいですね。 

 火曜日、朝のラッシュの電車にもまれながら、私の方が大切な

ものを頂けることを思いつつ「がんセンター」へ向かいます。 
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 誰もが、予想さえでき

なかった ３月１１日 東

日本大震災から１０ヶ月

が過ぎても、まだまだ癒

えない日々が続いてい

ます。 

 「ひだまり」もしばらく休

刊していましたが、再び

発行することができまし

た。今まで通り、読者の

皆様のささやかな「ともし

び」になれる事を願って
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５月 「アイリッシュハープアンサンブル」 コンサート 

６月 稲垣達也＆白旗一哉 ピアノ＆ドラムコンサート 

７月 「モアナハワイアンズ」「フイレフア」「リコレフア」 

   ハワイアン演奏＆フラダンス 

   緩和ケア病棟 尚絅学院大学茶道部お茶会 

８月 ピアノ小泉亜沙子＆中１生徒６名による合唱 

   緩和ケア病棟 山口流篠笛演奏会 

９月 石塚希 アイリッシュハープコンサート 

   えなみゆき ティータイムピアノコンサート 

23年度のロビーコンサートなど一覧 

１０月 山元グリーンヒルズ混声合唱団コンサート 

    つくし保育園 ハロウィンティータイム発表会 

１１月 瓜生満美 オカリナコンサート 

    緩和ケア病棟 石塚希 アイリッシュハープ 

    コンサート 

    えなみゆき ティータイムピアノコンサート 

１２月 仙台高専名取 ギターバンド部  


